
 

大宮西ロータリークラブ第 59 代 福田和子会長、押

野一郎幹事、ご就任誠におめでとうございます。歴史

と伝統ある大宮西ロータリークラブにあって初の女性

会長のご就任、また初例会に於いてお二方の入会式を

執り行われるという事で素晴らしい年度のスタートに

重ねてお祝いを申し上げます。 

 2021～2022 年度 シェカール・メータ RI 会長は、RI

テーマを、“Serve to Change Lives”（奉仕しよう みん

なの人生を豊かにするために）と発表されました。そ

して、「奉仕するとき、誰かの人生だけでなく自分の人

生も豊かになる」、「人びとの世話をし、奉仕すること

こそ、人生の最高の生き方」と述べ、奉仕プロジェク

トへの積極的な参加を会員に呼びかけています。 

 松本輝夫ガバナーは 2021～2022 年度の地区活動方針

について、“Serve to Change Lives”（奉仕しよう みん

なの人生を豊かにするために）と掲げられ、地区戦略

計画には 

１. ロータリーのビジョン声明の達成 

２. ４つの優先項目「より大きなインパクトをもたら 

   す」「参加者の基盤を広げる」「参加者の積極的なか 

   かわりを促す」「適応力を高める」に沿った活動を 

   掲げ効果的なクラブづくりを目指します。 

また、地区運営方針を、“COVID19 に負けずに「クラ

ブに変化と成長を」”として、 

１. 例会にオンライン参加も加える 

２. 全クラブがロータリー賞を目指す 

３. ロータリー奉仕デーの企画を実現する 

４. 世界ポリオデーにポリオ根絶推進のためにクラシ 

   ックカーレースを実現 

５. ローターアクトクラブ及びローターアクターと 

   共同奉仕事業を 

６. 財団補助金大口枠利用にローターアクター参加を 

と定め、“常に変化しながら、未来を繁栄させることに

注力”と変化を恐れず、コロナ禍にあってＩＴの積極

的な活用と意義ある奉仕の実現を求めています。 

  シェカール・メータ RI 会長、並びに松本輝夫ガバナ

ーの意をご理解いただき、会長・幹事を中心にクラブ

会員の皆様が一丸となって、地区目標、クラブ目標を

達成され、充実したロータリー活動を、共に実践して

参りたいと思います。 

 何卒、大宮西ロータリークラブの皆様にはご指導、

ご鞭撻、ご協力をお願い申し上げ、表敬のご挨拶とさ

せて頂きます。ありがとうございました。 
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※大宮西ロータリークラブでは、例会時、体温の測定、手指

消毒の施行、マスク着用による感染予防に努めております。
集合写真撮影の際は、話をすることなくマスクなしでの画像
も撮影しております。 
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